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第２回 葵が丘小学校運営協議会 

 
日時 令和８年６月１８日（木） 

１５：００～１６：３０ 

会場 葵が丘小学校 多目的室 

 

〈次第〉 

 

開会 開催要件（委員の過半数の出席）確認  〈司会：教頭〉 

 

１ 会長挨拶 

２ 校長挨拶 

３ 議長の選出 

４ 前回の会議録の確認 

５ 熟議 〈議長：      〉 

（１） 子供たちと地域 

   Ａグループ 小栗、柳澤、西原、村上 

   Ｂグループ 桐村、伊藤、𠮷田、嶋田、教頭 

   Ｃグループ 見野、田村、齋藤、杉山   （下線：書記） 

６ 報告  

７ 連絡  

（１） 次回 令和８年１１月２０日(金) １５：００～１６：３０ 

（２） 次回の熟議の確認 

内容：①学校の抱える課題と改善策について 

       ②支援策の具体化について  

   

 

閉会 
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第２回 学校運営協議会出席者名簿 
 

学校運営協議会委員 

会長 小栗 則利 

副会長 桐村 哲雄 

委員 

学校支援コーディネーター 見野 泰弘 

委員 田村 都弥 

委員 伊藤 謙吾 

委員 柳澤 照美 

委員 齋藤 美代子 

 
オブザーバー 

北部協働センター 嶋田 哲也 

学校支援コーディネーター 

             西原 真知 

             𠮷田 里美 
   

学校 

校長 小山 貴広 

教頭 土屋 里佳 

ＣＳ担当教職員 杉山 瑛一 

ＣＳディレクター 村上 朝香 

 

浜松市教育委員会 

学校・地域連携課 林 亮吾 
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令和８年度 第１回 葵が丘小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時  令和８年４月２４日（金） １４時３０分から１６時３０分まで 

２ 開催場所  葵が丘小学校 南校舎１階 学習室 

３ 出席委員   小栗 則利、桐村 哲雄、見野 泰弘、田村 都弥、伊藤 謙吾、   

柳沢 照美、齋藤 美代子 

４ 欠席委員  なし 

５ オブザーバー   嶋田 哲也（北部協働センター所長）      

６ 学校支援コーディネーター  西原 真知、𠮷田 里美 

７ 学   校  小山 貴広（校長）、土屋 里佳（教頭）、杉山 瑛一（ＣＳ担当職員） 

         村上 朝香（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録の作成者  ＣＳディレクター 村上 朝香 

10 議長の選出 

    小栗会長より、年間を通して見野委員が務めることが提案され、全員異議なくこれを承認

した。 

11 協議事項   

（1） 学校運営の基本方針について 

（2） 葵が丘小学校いじめ防止基本方針について 

（3） 夢育やらまいか事業に対する意見書及び「夢育やらまいかＣＳ加算分」予算案について 

12 会議記録 

  司会の土屋教頭から、委員総数７人のうち７人の出席があり、過半数を超えているため、

会議が成立している旨の報告があった。 

   

〇 熟議 

（1） 学校運営の基本方針について 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき、学校運営の基本方針についての説明が

あり委員から以下の発言があった。 

 ●主体性の育成について 

  ・ 校長先生の話を聞き、先生だけではなく保護者や地域の大人も一丸となって、子供

たちの成長を支えることが重要であると再認識できた。（見野委員） 

   → 主体的・対話的な活動を通じて、自分だけではなく他者の幸せを尊重し、自分で

責任を持って行動できる子供に育てていきたい。（小山校長） 

● ｢叱る｣ことの宣言とレジリエンスの育成について 

 ・ ｢叱る｣ことは、現代では大変勇気がいる行為である。子供を注意できない社会にな

っていると感じる。（桐村副会長） 

→ 大人が叱りにくい世の中になっている。そのため「命に関わること」「人を傷つ

けること」「ルールを破ること」については、叱ることを保護者にも周知した。

（小山校長） 

→ 知らない大人から声をかけられたと不審者扱いされる場合があるのではないか。

公共の場で安易に声をかけられない、指導できない現状もある。（田村委員） 
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 ・ 親が注意しない子供は、善悪が分からないまま成長するように思う。すべて学校に

押し付け、親がしつけるべきことができていないと感じる。（齋藤委員） 

 ・ 危険を予測できない子供も増えているように思う。子供が危険な行為をしたら、叱

ることは大切である。なぜ今の行為がいけないのか話をし、理解させることが重要で

ある。（伊藤委員） 

 ・ 失敗から学ぶことも大事である。（見野委員） 

 ・ 叱らない親が増えているように感じる。現代の子供たちは叱られ慣れていないよう

に感じる。（小栗会長） 

・ 外国籍家庭においては、曖昧な表現は理解してもらえない場合があるため、善悪を

「はっきりとストレートに伝える」指導が必要な場合がある。学校と連携しながら指

導していきたい。（柳澤委員） 

 

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

(2) 葵が丘小学校いじめ防止基本方針について 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき、葵が丘小学校いじめ防止基本方針につ

いて説明があった。 

  ・ 校長の説明を聞き、些細な出来事でも本人がいじめられたと感じたら、それは「い

じめ」として処理し対応しなければならいことに学校現場の大変さを感じた。 

(見野委員) 

   → 大人が過剰に介入し、すべてを「いじめ」として処理することが、子供同士でト

ラブルを解決する力を奪っているのではないかというジレンマがある。（小山校長） 

・ 昨年も熟議で取り挙げられたレジリエンス（受け流す心・折れない心）を高めるこ

とが大切だと感じた。（伊藤委員） 

 

協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

 (3) 夢育やらまいか事業に対する意見書及び「夢育やらまいかＣＳ加算分」予算案について 

    議長の指示により、教頭から別紙資料に基づき、夢育やらまいかＣＳ加算分についての

報告があった。 

 

  協議の結果、全員異議なくこれに賛同した。 

 

 

◇ その他連絡事項等 

  ・ 学校支援コーディネーターから、今年度の活動計画の説明があった。 

  ・ 杉山先生から、新制度「ラーケーション」についての説明があった。 

  ・ 司会から、次回会議は令和８年６月１８日（木）１５時から多目的教室で開催する旨

の報告があった。 
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回
日時
会場

令和８年

1 4月24日

金曜日

14：30～16：30

学習室

令和８年

2 6月18日

木曜日

15：00～16：30

多目的室

令和８年

3 11月20日

金曜日

15：00～16：30

多目的室

令和９年

4 2月12日

金曜日

15：00～16：30

多目的室

熟議テーマ（案）
（１）学校関係者評価
　　学校の自己評価説明⇒改善策につい
て熟議⇒次年度へ
（2）次年度学校運営の基本方針について
説明
（3）学校運営協議会の自己評価

熟議テーマ（案）
（１）学校運営の基本方針について
　　　説明　⇒　熟議　⇒　承認
（２）いじめ防止基本方針について

熟議テーマ

☑　特色ある学校づくり（子供たちと地域）

□　キャリア教育の実践について
□　学校評価アンケートの項目の検討
□　学校の抱える課題と改善策
□　支援策の具体化

熟議テーマ（案）

□　特色ある学校づくり
□　キャリア教育の実践について
□　学校評価アンケートの項目の検討

☑　学校の抱える課題と改善策

☑　支援策の具体化

学校運営協議会の自己評価表
委員の意見収集
⇒学校への提出締め切り日
１２月４日（金）

令和８年度　学校運営協議会　年間計画
令和８年４月１日～令和９年３月３１日

※　委員の過半数の出席がないと開催できません。
※　感染症の感染拡大防止等、状況により、開催が中止、あるいは延期になる場合があります。

主な内容　熟議のテーマ　等 備考

 


